
図1　理論的スケーリングファクタ（TSF）法によるインベントリ評価フロー

TSF法によるインベントリ評価フローを示しています。1F炉内のインベントリ計算値を使って、異なる燃焼燃料の溶融混合等を考慮したTSF 

（最確／上限／下限）を導出します。数少ない実分析値を使ってTSFの妥当性を確認し、最終的にはキー核種の分析値とTSFのみで難分析核種の

インベントリ評価を行います。

スケーリングファクタ法は、放射性廃棄物中の難分析核種のインベントリ（重量や放射能）を評価する方法の一つで

す。従来のスケーリングファクタ法では、分析が容易な核種（キー核種）と難分析核種の相関関係を事前に求めておき、

キー核種の分析値と相関関係を利用して、難分析核種のインベントリを評価します。この方法は、多数の核種分析を積み

上げて相関関係を得る必要があり、溶解や分析が難しい多様な燃料デブリへ適用することは容易ではありません。

本研究では、東京電力福島第一原子力発電所（1F）事故で発生した燃料デブリの核種インベントリ評価の合理化・効

率化を目的として、理論的スケーリングファクタ（TSF）法という手法を新たに開発しました（図1）。TSF法では、核種

分析の代わりに詳細なインベントリ計算値を使って、燃料デブリ特有の燃料溶融や混合を考慮した核種相関式を導出し

ます。この相関式を“TSF”と呼んでいます。この手法の特長は、（1）信頼性が高い事故直前での3次元炉心核種インベ

ントリデータを使用する、（2）燃焼度が異なる燃料の溶融混合を考慮する、（3）核種相関について、可能な限り最確値、

上限値、下限値を理論的に評価する、（4）利用可能な分析値が得られた場合にはTSF法による結果と比較してその信頼性

を確認する、といった点が挙げられます。対象とする核種により、TSFの評価手法は異なり試行錯誤が必要になります。

本研究では、バックエンド分野で重要な長寿命難分析核種Cs-135（キー核種：Cs-137）について、TSF法を適用しまし

た（図2はWeb参照）。1F事故由来の環境試料分析値とTSFによる評価結果はよく整合しており、TSF法の妥当性を確認し

ました。今後は燃料デブリ由来とされるアクチノイド核種に対してTSF法の検討を進めます。
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